
Public Relations KOSA

December 2018
2

４

人

の

功

績

を

た

た

え

て

　

11
月
３
日
（
祝
・
土
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
30
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
定
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
、
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ

れ
た
４
人
を
表
彰
。
町
、
町
議
会
、
区
長
会

を
始
め
と
す
る
関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
１
人
ひ
と
り
に
奥
名

克
美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
「
文

化
」
、
「
自
治
」
の
各
分
野
に
お
い
て
の
功
績

を
た
た
え
る
功
労
と
、
多
分
野
に
渡
る
功
績

に
対
し
て
贈
る
「
特
別
功
労
」
に
よ
り
、
表

彰
さ
れ
た
４
人
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
奥
名
町
長
が
「
受
賞
さ
れ
ま
す
皆

様
方
に
は
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
対
し
て
心
か

ら
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

貴
重
な
ご
経
験
を
基
に
、
本
町
の
地
域
振
興

並
び
に
町
政
発
展
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
に
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
緒
方
哲
哉
町
議
会
議
長
、
田
上
菊

夫
区
長
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
を
代
表
し
て
、
田
中
勝
廣
さ
ん
（
岩

下
一
区
）
が
「
本
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
前

で
表
彰
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

【
功
労
者
説
明
】
功
労
の
表
彰
分
野
、
功
労
者

氏
名
、
行
政
区
、
表
彰
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
た
経
歴
お
よ
び
功
績
な
ど

新本 明子さん

〔西寒野区〕

甲佐町文化協会理事、
詩吟の普及・指導

文
化
功
労

平
成
30
年
度
甲
佐
町

功
労
者
表
彰
受
賞
者

��������
文化、自治、特別功労の功績をたたえて

������

北川 國昭さん

〔上早川二区〕

町嘱託員、甲佐町社会教
育指導員、龍野地区社会
福祉協議会会長、甲佐町
陸上協会副会長など

特
別
功
労

光永 カヨ子さん

〔芝原区〕

町嘱託員、町民生委
員・児童委員、甲佐町
地域福祉推進員

自
治
功
労

田中 勝廣さん

〔岩下一区〕

町嘱託員、甲佐町社会
福祉協議会理事

自
治
功
労

■
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

11
月
３
日
（
祝
・
土
）
功
労
者

表
彰
式
典
に
併
せ
て
、
感
謝
状
贈

呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

と
し
て
平
成
28
年
6
月
か
ら
平
成

30
年
4
月
ま
で
３
回
に
渡
り
、
総

額
３
０
０
万
円
を
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
北
林
司
さ
ん
（
宮
崎
県
）
と
、

熊
本
地
震
の
災
害
廃
棄
物
の
仮
置

場
用
地
と
し
て
所
有
す
る
土
地
を

無
償
貸
与
さ
れ
、
本
町
の
震
災
に

よ
る
損
壊
家
屋
の
公
費
解
体
事
業

の
早
期
着
手
の
実
現
に
貢
献
さ
れ

た
田
中
一
恵
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
、

田
中
裕
司
さ
ん
（
同
区
）
、
田
中

勝
廣
さ
ん
（
同
区
）
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲奥名町長から感謝状を贈呈される
　北林さん
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実
り
を
喜
び
文
化
を
楽
し
む

彩
り
豊
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
11
日
（
日
）
平
成
30
年
度

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
が
、
町
役
場
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
、
上
益
城
農
業
協
同
組
合
、

甲
佐
町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協

会
の
共
催
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
側
駐
車

場
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら

れ
、
農
業
祭
・
商
工
祭
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
甲
佐
中
学
校
吹

奏
楽
の
演
奏
や
ミ
カ
ン
の
つ
か
み

取
り
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
本
町
特

産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ
飛
ば
し

大
会
、
赤
ち
ゃ
ん
レ
ー
ス
、
農
産

物
即
売
会
、
大
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
て
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
商
工
会
の
展
示
即

売
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
。
町
内

の
生
産
者
な
ど
が
栽
培
し
た
農
産

物
や
調
理
し
た
加
工
品
な
ど
の
展

示
販
売
、
絞
り
た
て
牛
乳
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、
お
に
ぎ
り
の
引
き
換

え
会
、
ニ
ラ
１
０
０
０
人
鍋
の
販

売
、
上
益
城
消
防
本
部
に
よ
る
消

防
車
や
救
急
車
の
見
学
会
、
県
警

に
よ
る
パ
ト
カ
ー
の
乗
車
体
験
、

体
組
成
測
定
会
な
ど
も
開
催
。
甲

佐
町
技
能
者
組
合
に
よ
る
木
工
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文

化
協
会
の
50
団
体
が
参
加
。
同
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な

ど
で
は
、
絵
画
や
水
墨
画
、
書
道
、

陶
芸
、
写
真
、
生
け
花
、
短
歌
、

川
柳
、
肥
後
狂
句
な
ど
の
文
芸
作

品
、
木
工
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な

ど
の
手
工
芸
品
を
多
数
展
示
。

　

同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、

文
化
祭
発
表
会
を
開
催
。
詩
吟
や

三
味
線
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、

日
舞
、
洋
舞
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
相

撲
甚
句
な
ど
約
１
５
０
人
が
ス

テ
ー
ジ
発
表
し
、
会
場
に
大
き
な

拍
手
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
（
土
）
に
は
、
甲

佐
町
音
楽
教
育
連
盟
に
よ
る
発
表

会
「
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も

開
催
。
保
育
園
児
や
小
・
中
学
生

が
ピ
ア
ノ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る
秋
の
祭
典

平
成
30
年
度
甲
佐
町
産
業
文
化
祭

農業祭部門の表彰式を開催

町内で生産された農産物や加工品の中から、県上益城地域振興局および上益

城農業協同組合が品質や見た目などの項目で審査。入賞者が表彰されました。

●農業祭部門最優秀賞受賞

▶果樹の部　井上 英利さん（西寒野区）

▶野菜の部　奥村 楯雄さん（吉田区）

▶ニラの部　緒方 紀昭さん（糸田区）

▶花きの部　山下 康彦さん（船津区）

▶農産物加工の部

　　　　　　吉永 龍子さん（吉田区）


